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［要旨］

睡眠障害は、乳がんなどの発癌に関与することが示唆されている。そこで発表者は、

睡眠障害と関連が深い概日リズムを形成する時計遺伝子の一つである period(PER）に

着目し、そのうち PER3遺伝子で報告されている“一塩基多型”と“遺伝子内の繰り返

し配列の数”が前立腺癌の発症と関連あるかを対象者 122名、前立腺患者 83名にイン

フォームドコンセントと実施した上で検討した。

方法として一塩基多型の検出には、 PCR-RFLP法、繰り返し配列の検出に対しては、

VNTR法を用いた。

一塩基多型には、野生型であるシトシン（C/C）型、シトシンがチミンに変化した TIT

型、さらにこの両方が混在する CIT型が存在する。

結果として CIC型に比し、 TIT型では前立腺癌の発症が抑制されることを見出した。

さらに TIT型では喫煙による前立腺癌発症も抑制した。

繰り返し配列は、 1遺伝子内に4から 5個の同じ配列の繰り返しがみられるが、繰り

返し配列の数と前立腺癌発症との関係は見出せなかった。

本発表は、時計遺伝子の一つである PER遺伝子の一塩基多型と前立腺癌発症に関する

今後の診断・分子メカニズムの解明の糸口となる研究であり、学位論文に値すると判断

した。




